政治倫理条例小委員会について全員協議会の開催請求
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政治倫理条例小委員会が11月５日（月）以降、休止状態に陥っていることは、貴職もご承知のことと存じます。

車谷議員の議会報告（10月ごろ住民に配布）で、片岡台マンション問題を巡り、東議員、康村議員の対応に疑義があるやの指摘があり、片岡台１丁目自治会の対応についての事実関係においても明らかに誤った報告が行われました。また、９月に開催された全員協議会で、私が提案した「上牧町議会マンション建設反対協議会」の収束があたかも近隣住民を捨て置いて議会の職責を放棄したのではないか、との指摘もありました。

これについて、同小委員会委員長でもある東議員から、疑義を持たれた状況での公正な政治倫理条例案の審査は不可能であるとして、同じく委員である車谷議員に対して釈明を求めたものです。これに対して車谷議員は、住民の声を取り上げたに過ぎないと自己弁護に終始し、明確な釈明は一切されていないと伺っております。

私は、こうした状況においての政治倫理条例案の審査は、さらなる公正さを求める住民感情に鑑みて、不適切であると考えます。政治倫理条例案の検討については、昨年12月の全員協議会で私からも提案したものです。今年３月の全員協議会において、政治倫理条例小委員会が結成されました。審査を開始して半年が経過し、ようやく条例案の具体的な検討段階に至ったところであり、同小委員会をこのまま機能不全の状況で放置するわけには参りません。

よって、全員協議会を早急に開催して頂き、政治倫理条例小委員会の審査に一日たりとも空白が生じることがないように、議会としての協議と適切な対応がなされるよう申し出るものです。貴職におかれて、よろしくお取り扱い頂きたく、お願い申し上げます。
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